
　　　　

2026 年 2 月 10 日

11 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 私たちスタッフ一同はいつも何が子どもにとって一番大切かを考えて療育を提供します

事業所名 放課後等デイサービス　いろは 作成日支援プログラム（参考様式）

活動の中での問題点に対しての取り組み方で情報処理能力を高め日常生活の送り方や生活習慣などを身に付けていく。

自分の気持ちを言葉で伝える習慣をつけ、気持ちのコントロールができるように集団での活動に取り組む。
その中でコミュニケーション能力を身に付けていく。

集団活動に取り組む中で協調性を身に付けていく。
他児とかかわりを持つ事で感情のコントロールを身に付け、成功体験の積み重ねで自己肯定感を高める。

支援方針
本人の意思を尊重し気持ちに寄り添った支援を行っていく。
人とのかかわりを楽しみながら集団生活に取り組んでいく。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
月ごとの休日でのイベント計画。季節を組み込んだ年間行事や製作、公共の施設を使っての活動に取り組み、四季を感じる事と共に地域活動を習得するきっかけ作りの場の提供をしてい
く。

（別添資料１）

家族支援

送迎時の申し送りや連絡ノートを活用し子どもの情報を共有していく。また保護
者の悩みや相談事に寄り添い、定期的な面談を通して問題解決に務めていく。 移行支援

小学校から中学校等への進学に向けて必要な情報の共有や、また就労に向
けてのスキルアップなどの支援を行って行く。

地域支援・地域連携

相談支援員との連携を図りながら事業所間での情報共有や地域の研修に参加。ま
た今後は卒業後の就労に向けて就労先への見学やそれに伴った就労移行に必要な
活動を行っていく。

職員の質の向上
日々のミーテイングや情報共有で意思の統一を図っていく。また研修に参
加したり資格の取得によってスキルアップを行っていく。

支　援　内　容

健康で安定した生活を送れるよう、手洗い・排泄・衣服の着脱等の基本的な技能の定着を支援する。
学校の休日にお出かけなどを通して公共施設の使用の仕方などを身に付ける。

ボールを使ったゲームなどを通しルールを身に着けながら協調性を養う。
糊付けやハサミを使った製作活動を通して手指微細活動に取り組む。

本
人
支
援


